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論文内容の要旨

本論文は新しい成形技術の開発や加工の高度化に対応する熱間工具鋼の性能改善について性能を構成

するミクロ組織因子の解明をもとに検討した結果をまとめたもので， 4章より構成されている。

第 1章では熱間鍛造型， 7 Jレミニウムダイカスト型など，工具の損耗現象を観察し，改善すべき材料

特性と適切な評価法を明らかにしている。

第 2~聖では現用の代表鋼について，焼入冷却速度によるベイナイト変態の挙動と，これが焼もどし後

の靭性.高温強度におよぽす影響を検討し靭性。高温強度を構成する共通のミク口組織因子を明らか

にしている。

すなわち，靭性については， (])7 Jレテンサイトラスやベイナイ ト粒の幅，長さや有効結晶粒径など組

織単位の大きさ， (21~島もどし時の旧オーステナ イ ト 粒界など組織境界への優先的な炭化物析出の程度，

(31極微細析出炭化物の分布密度(4)残留炭化物の盤，大きさ， (51安定な残留オーステナイトの歪 (析出便

化型鋼)，に集約され，上部ベイナイト の生成量の増加とラス状から現状への形成の変化は， (]H3)の

水準を不利な方向に変化させることを示し，また熱処理，合金組成による靭性の変化を11トベ51について

統一的に対応づけた。高温強度は極微細析出炭化物の分布密度が高く，昇温時その擬集がすすみにくい

組織状態のものが高いが， 400
0

C以下では初期強度によって決まることを示している。

第3章では新たに開発した高性能鋼の性能についてまとめている。上部ベイナイトを基本とする析出

硬化型鐙造型周鋼について，割れ感受性の低減の耐摩耗寿命の改善が強く求められるがI ベイ ニティ ッ

タフ ェライト型の塊状上部ベイナイト 15%前後の安定な残留オーステナイトの共存によりすぐれた靭性

と高混強度を兼備させ得ることを見出し， さらに裂表面の塑性流動による損耗を抑えるための改善を付

。，“
ζ
d
 



加し，高耐摩耗性鋼の開発について述べている O

また，塊状上部ベイナイト化の抑制や有効結晶粒の微細化にもとずく大物型用の高焼入性工具鋼，

Mz C， MCによる強化を高めた高温高強度工具鋼，MzC， MCなどの微細炭化物の析出によらず，

MJC， M7C3
の成長を抑制することを基本とした高靭性工具鋼などを開発した結果について述べてい

るO

第 4章は総括で，本研究で得られた主要な成果を取りまとめている O

論文の審査結果の要旨

本論文は苛酷な熱問加工条件下で使用する工具鋼の性能を改善するために，工具性能に影響する金属

組織因子を明らかにし それにもとづいて新しい高耐摩耗鋼並びに強靭性鋼を開発した研究について述

べたものである O

まず，はじめに現用工具鋼の損耗現象を詳細に観察して，工具寿命を向上させるには高強度，高靭性

とともに耐摩耗性の改善が重要であることを明らかにしている O

ついで，各種現用熱間工具鋼について，焼入冷却速度のベイナイト変態への影響，焼もどし組織と高

温強度並びに靭性との対応を研究し，靭性を改善する金属組織因子としてマルテンサイトラスやベイナ

イト粒の有効組織単位の概念を導入してその大きさを評価することを提案している O そして比較的粗

い残留炭化物の量，極微細炭化物の析出場所並びに分布密度などの組織制御の指針を示している。

さらに，これらの結果にもとづいてベイニチィックフェライト型の塊状上部ベイナイトと15%前後の

安定な残留オーテナイトの共存する高温強度並びに靭性の優れた 3Cr-2 Mo-W-V -Co高耐摩耗鋼

を開発して，型寿命を 2倍以上に向上させることに成功している O また有効組織単位の微細化，残留炭

化物の低減をはかつて大物ダイカスト型用の窒素を含むO.5Ni-5.5Cr-1.5Mo -V高靭性鋼も開発して

いる O

以上のように本論文は，合金組織の制御による熱間工具鋼の特性改善に関して有用な知見を与えてお

り，金属材料学ならびに工業上寄与するところが大き ~)o よって本論文は博士論文として価値あるもの

と認める O




